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２月３日（土）、４日（日）の２日間、東京大学において、第５回全国海

洋教育サミットが開催されました。今回のテーマは「海でつながり生まれ

る学び」で、様々なつながりを感じられる大会となりました。 

１日目は、開会セレモニーのあと、海洋教育教

員研修プログラムの成果報告会があり、三浦市で

行われたフォローアップ研修にも触れられまし

た。次に、海洋教育パイオニアスクールプログラ

ムの成果報告会が行われ、３つの学校の取組が発表されました。そして、パイオニアス

クール・フォトコンテストの入賞作品の紹介と表彰が行われた後、海洋教育の展開に

関する協議が行われました。その中では、「聞き書きをとおして、地域の方々とのつな

がりができた」、「海洋教育は、アクティブラーニングと相性がいい」、「海洋と〇〇をつ

なげるという考え方が大切」等の意見が印象的でした。最後に、文部科学省の方が、講

評で「海洋教育には、様々な側面があり、横断的・総合的な学びに適している」、「海洋教育に取り組むことによ

り、先生や学校が変わる」、「海洋教育で何を育てたいのか、が大切」等のまとめをされていました。 

２日目は、安田講堂に会場を移し、海洋教育促

進拠点、研究拠点（三浦市は研究拠点になってい

ます）の児童・生徒と教員によるディスカッショ

ンから始まりました。それぞれの児童・生徒が

堂々と発表していました。「答えのある問題から、

答えのない問いに、海には無限大の問いがある」、

「聞くこと中心のコミュニケーションの大切さ」、「海をとおして、文化や伝統がつながる」等の視点が示され、

大変参考になりました。 

その後、ポスターセッションに移り、三浦市からは、岬陽小学校、名向小学校が参加し、それぞれ、マグロの

学習、真珠の授業の取組の発表をしました。三浦市からは、発表者の加藤先生（岬陽小）、小倉先生（名向小）を

はじめ、山田岬陽小校長先生、教員研修プログラム参加者の中山旭小教頭先生、八巻学校教育課長、高梨指導主

事、そして本研究所職員２名を合わせて、２日間延べ９名が参加しました。 

去る１２月２３日（土）に、青山のＴＥＰＩＡ先端技術館において、サ

イエンスキャッスル 2017 関東大会が開かれ、初声中学校の生徒２人が参

加しました。２人のテーマは「三浦の海の生物種の変化」で、ショウジン

ガニを対象にした研究の成果を発表しました。ショウジンガニは、海水温

の上昇に弱く、減少しているそうです。三浦では、イセエビのエサとして

使われています。三浦市が進めている海洋教育の成果の一つです。 

（文責 事務局長 渋谷） 

   海洋教育に関するお問い合わせは、みうら学・海洋教育研究所 854-9443まで 


